円弘撰『妙法蓮華経論子注』研究史概観 (特集 円弘と妙法蓮華経論子注) by 金 炳坤
一　
序
言
　
僧
祥
撰
集
（
八
四
五
年
以
後（１
））『
法
華
経
伝
記
』
に
み
ら
れ
る
、
真
諦
三
蔵
（
四
九
九
―
五
六
九
）
の
云
う
「
西
方
相
伝
」（『
大
正
』
五
一・
五
二
下
―
五
三
上
）
に
よ
れ
ば
、
五
天
竺
に
お
い
て
『
優
婆
提
舎
』
を
造
り
《
法
華
経
》
の
文
義
を
解
釈
す
る
五
十
余
家
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
周
知
の
と
お
り
、
今
日
に
伝
わ
る
の
は
、
婆
藪
槃
豆
造
『
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
』（
以
下
、『
法
華
経
論
』）
の
み
で
あ
る
。
　
こ
れ
が
権
威
あ
る
イ
ン
ド
の
論
師
、
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
（V
asubandhu
）
に
帰
さ
れ
る
《
法
華
経
》
に
対
す
る
現
存
す
る
唯
一
の
ウ
パ
デ
シ
ャ
（U
padeśa
）
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
点
が
、
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
界
に
お
い
て
本
論
が
重
視
さ
れ
た
最
た
る
所
以
で
あ
る
だ
ろ
う（２
）。
関
連
し
て
一
筆
加
え
る
な
ら
ば
、
久
留
宮
圓
秀
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に（３
）、
本
論
に
お
い
て
示
さ
れ
る
「
十
七
種
名
（
十
七
種
の
法
華
経
の
異
名
）」（『
大
正
』
二
六・
二
下
―
三
上
）
が
、
梵
文
法
華
経
写
本
の
コ
ロ
フ
ォ
ン
（Colophon
）
の
中
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
も
、
本
論
が
イ
ン
ド
撰
述
で
あ
ろ
う
蓋
然
性
の
高
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
金　
　
　
　
　
　
　
炳　
　
　
坤
（ 91 ）
身
延
論
叢
第
二
十
五
号　
令
和
二
年
三
月
　
そ
し
て
、
本
論
の
中
に
は
、
表
面
上
《
法
華
経
》
の
中
に
は
出
て
こ
な
い
「
仏
性
」
の
語
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
、
そ
れ
が
釈
者
に
よ
っ
て
読
み
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
点
は
「
晩
見
法
華
論（４
）」
と
い
っ
た
表
現
を
用
い
る
な
ど
し
て
、
本
論
を
重
用
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
嘉
祥
大
師
吉
蔵
（
五
四
九
―
六
二
三
）
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る（５
）。
併
せ
て
、
梁
代
に
お
け
る
法
華
講
経
の
独
歩
的
な
存
在
と
し
て
誉
れ
高
か
っ
た
（『
大
正
』
三
四・
三
六
三
下
）、
光
宅
寺
法
雲
（
四
六
七
―
五
二
九
）
の
法
華
経
批
判
に
対
し（６
）、
彼
が
こ
れ
を
論
破
す
る
た
め
に
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
最
大
の
論
拠
と
い
う
の
が
『
法
華
経
論
』
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も（７
）、
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る（８
）。
　
さ
ら
に
、
本
論
の
い
わ
ゆ
る
「
四
種
声
聞
」（
声
聞
有
四
種
、『
大
正
』
二
六・
九
上
）
の
段
に
お
い
て
説
示
さ
れ
る
「
根
未
熟
」
の
こ
と
を
「
不
熟
」
に
解
す
る
な
ど（９
）、「
一
分
不
成
仏
）
（1
（
」
に
立
場
を
お
い
て
い
た
、
慈
恩
大
師
基
（
六
三
二
―
六
八
二
）
の
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
の
場
合
も
、
勝
呂
信
静
氏
が
「
解
釈
に
お
け
る
教
理
の
大
綱
は
、
全
面
的
に
世
親
の
法
華
論
に
よ
っ
て
い
る
）
（（
（
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
論
に
大
き
く
依
拠
し
て
い
た
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
余
り
に
も
有
名
な
「
法
華
七
喩
」
の
典
拠
と
い
う
の
も
、
実
は
『
法
華
経
論
』（
七
種
譬
喩
、『
大
正
』
二
六・
八
中
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
知
る
人
ぞ
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
）
（1
（
。
　
さ
て
、
勒
那
摩
提
や
菩
提
留
支
な
ど
に
よ
っ
て
、
五
二
八
年
以
前
）
（1
（
に
は
漢
訳
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
『
法
華
経
論
』
を
、
果
た
し
て
誰
が
最
初
に
引
い
た
の
か
（
法
上
〔
四
九
五
―
五
八
〇
〕
か
）
（1
（
）
と
い
う
問
題
は
、
筆
者
の
興
味
を
そ
そ
る
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ
る
が
）
（1
（
、
と
か
く
、
中
国
に
あ
っ
て
は
、
隋
の
三
大
法
師
）
（1
（
あ
た
り
か
ら
そ
の
本
格
的
な
引
用
が
み
ら
れ
、
ま
た
海
東
に
あ
っ
て
は
、
百
済
の
慧
均
（
五
七
四
年
頃
）
（1
（
）
撰
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
が
そ
の
最
初
の
引
用
と
み
ら
れ
る
。
　
な
お
、『
法
華
経
論
』
に
対
す
る
随
文
釈
義
の
注
釈
書
と
し
て
は
、
吉
蔵
撰
『
法
華
論
疏
』
三
巻
、
義
寂
（
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
め
）
釈・
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』
巻
数
不
明
、
円
珍
（
八
一
四
―
八
九
一
）
撰
『
法
華
論
記
』
十
巻
が
現
存
し
て
い
る
）
（1
（
。
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円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
（
金
炳
坤
）
　
と
こ
ろ
で
、
海
東
仏
教
初
期
（
高
麗
時
代
以
前
）
の
法
華
思
想
を
究
明
し
得
る
資
料
と
し
て
は
、
元
暁
（
六
一
七
―
六
八
六
）
撰
『
法
華
宗
要
）
（1
（
』（
完
本
）、
義
寂
撰・
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
）
11
（
』（
上
巻
存
）、
義
寂
撰
『
法
華
経
集
験
記
）
1（
（
』（
抄
本
存
）
が
日
本
で
発
見
さ
れ
、
現
在
に
伝
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
、
首
尾
具
足
の
形
を
と
ど
め
て
い
る
の
は
『
法
華
宗
要
』
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
法
華
教
学
史
、
法
華
弘
通
史
を
概
し
て
、
海
東
仏
教
初
期
の
法
華
章
疏
が
引
用
乃
至
は
言
及
さ
れ
る
事
例
と
し
て
は
、
中
国・
海
東
撰
述
の
章
疏
で
は
皆
無
で
あ
っ
て
、
日
本
撰
述
の
章
疏
の
一
部
の
中
に
お
い
て
の
み
こ
れ
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
）
11
（
。
　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
金
天
鶴
氏
に
よ
っ
て
新
た
に
提
示
さ
れ
た
、
新
羅
出
身
の
僧
侶
で
あ
る
可
能
性
が
注
目
さ
れ
て
い
る
円
弘
（
七
三
三
年
以
前
か
）
の
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』（
以
下
、『
子
注
』）
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
資
料
不
足
の
た
め
に
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
本
研
究
分
野
に
対
し
）
11
（
、
新
た
な
方
向
性
を
示
し
た
と
も
、
さ
ら
に
は
、
海
東
仏
教
初
期
の
法
華
思
想
を
再
構
築
し
得
る
新
地
平
を
開
い
た
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
本
稿
は
、
本
誌
の
「
特
集　
円
弘
と
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
」
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
に
行
な
わ
れ
て
き
た
、
円
弘
、
并
び
に
『
子
注
』
に
関
す
る
研
究
史
を
概
観
し
得
る
、
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
提
供
す
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と
す
る
。
二　
金
天
鶴
氏
以
前
の
研
究
に
つ
い
て
―
二
〇
一
一
年
以
前
―
　
「
子
注
」
と
い
う
「
形
式
」
を
書
名
と
す
る
、
こ
の
マ
イ
ナ
ー
に
他
な
ら
な
い
文
献
が
、
人
目
に
触
れ
、
か
つ
研
究
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
本
書
が
「
奈
良
朝
現
在
一
切
経
疏
目
録
）
11
（
」（
以
下
、「
奈
良
録
」）
に
記
載
さ
れ
、
こ
れ
が
大
屋
徳
城
氏
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
研
究
者
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
）
11
（
。
　
し
か
し
、『
子
注
』
や
『
円
弘
師
章
』
の
撰
者
と
し
て
知
ら
れ
る
、
生
国
不
明
の
円
弘
に
対
し
、「
新
羅
人
」
と
い
う
理
解
を
示
し
た
の
（ 93 ）
円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
（
金
炳
坤
）
は
、
金
天
鶴
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
石
岡
俊
一
氏
が
初
め
て
の
よ
う
で
あ
る
）
11
（
。
そ
れ
と
、
現
存
す
る
写
本
（
上・
下
巻
）
を
実
見
し
て
の
初
め
て
の
言
及
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
前
述
の
大
屋
氏
の
よ
う
で
、
氏
は
次
の
よ
う
な
概
要
を
示
し
て
い
る
）
11
（
。
一
法
華
経
論
子
注
（
巻
下
）　
一
帖
粘
葉
本
、
本
文
五
行
、
註
十
行
「
尊
者
舎
利
弗
説
偈
、
金
色
三
十
二
十
（
相
カ
）力
諸
解
脱
同
共
一
法
中
而
不
得
此
事
」
以
下
を
注
し
た
も
の
で
、
鎌
倉
時
代
の
写
本
。
撰
者
の
名
を
欠
く
が
、
正
倉
院
聖
語
蔵
に
、
法
華
論
経
子
注
第
一
、
一
巻
あ
り
、
寧
楽
朝
末
か
平
安
朝
初
と
思
は
る
ゝ
写
経
で
、
巻
首
が
欠
け
て
、「
論
曰
頂
礼
＊
大
〔
正
の
誤
読
〕
覚
海
浄
法
無
為
僧
」
以
下
を
存
し
て
居
る
。
共
に
法
華
論
の
註
で
あ
る
が
、
彼
は
巻
上
、
こ
れ
は
巻
下
で
、
一
具
を
為
す
も
の
か
ど
う
か
は
詳
検
を
俟
た
ね
ば
断
言
し
難
い
。
天
平
勝
宝
四
年
の
文
書
に
、「
法
華
論
子
註
、
円
弘
、
三
巻
」〔「
奈
良
録
」
一
三
一
頁
参
照
〕
と
あ
る
か
ら
、
円
弘
の
撰
で
あ
ら
う
。
斯
書
は
万
字
、
大
正
各
種
蔵
経
に
未
収
で
あ
る
。
　
な
お
、
大
屋
徳
城
編
『
金
澤
遺
文　
中
』
便
利
堂
、
一
九
三
四
、
解
説
の
二
頁
に
は
「
七
、
妙
法
蓮
華
経
論
子
注　
巻
下　
粘
葉　
巻
首
と
巻
尾
（
竪
七
寸
七
分
／
幅
五
寸
二
分
）」
と
あ
り
、「
鈔
本
（
内
典
）」
の
部
に
首
尾
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
㈠
粘
葉
装
の
数
え
方
と
そ
の
記
し
方
に
つ
い
て
　
下
巻
の
実
見
調
査
（
二
〇
一
六
年
七
月
八
日
）
に
よ
る
成
果
に
つ
い
て
は
、
簡
潔
な
が
ら
す
で
に
拙
稿
に
お
い
て
記
し
た
通
り
で
あ
る
が
）
11
（
、
そ
の
一
つ
と
し
て
「
下
巻
二
四
紙
（
一
紙
四
面
）
中
、
三
紙
二
面
（
第
一
一
紙
、
第
一
二
紙
一
―
二
面
、
第
一
九
紙
、
第
二
〇
紙
）
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円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
（
金
炳
坤
）
が
欠
損
し
て
い
る
こ
と
を
新
た
に
確
認
し
た
」
と
い
う
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
こ
で
は
、
こ
の
表
記
の
仕
方
に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明
を
怠
っ
て
い
た
た
め
に
、
こ
こ
に
補
っ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
　
粘
葉
装
（
ま
た
は
胡
蝶
装
）
11
（
）
の
装
訂
に
つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
氏
が
「
料
紙
を
一
枚
一
枚
半
折
り
に
し
、
表
を
内
側
に
し
て
二
つ
折
り
と
し
て
重
ね
揃
え
、
重
ね
ら
れ
た
折
り
目
の
外
側
を
、
上
か
ら
下
ま
で
三
―
一
〇
ミリ
ぐ
ら
い
の
幅
で
糊
を
つ
け
て
重
ね
た
も
の
）
11
（
」
と
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、『
子
注
』
下
巻
の
場
合
は
、
こ
の
糊
付
け
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
（〈
図
①
〉
の
点
線
部
分
）
に
丁
数
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
、
光
を
あ
て
る
な
ど
し
て
見
て
み
る
と
、
隠
れ
て
見
え
な
か
っ
た
丁
数
が
透
け
て
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
で
、
下
巻
を
見
て
み
る
と
、
例
え
ば
、〈
図
①
〉
の
「
隠
れ
た
丁
数
」
の
と
こ
ろ
に
は
「
法
華
一
丁
」（
1d
）
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
粘
葉
装
の
数
え
方
と
、
そ
の
表
記
の
仕
方
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、
一
枚
の
紙
を
半
分
に
折
る
と
、
内
側
の
左
右
と
外
側
の
左
右
と
で
、
計
四
面
（
一
紙
四
面
）
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
便
宜
上
そ
の
数
え
方
を
、
第
一
紙
四
面
（
1d
）、
第
二
紙
一
面
（
2a
）
と
表
記
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
1d
1c
2a
2b
隠れた丁数
〈図①〉粘葉装について
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妙
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究
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。
　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
数
え
方
に
準
ず
れ
ば
、「
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
巻
下
」
と
内
題
の
あ
る
下
巻
の
巻
首
は
第
一
紙
三
面
（
本
誌
九
頁
参
照
）
に
、「
同
後
得
果
故
」
で
終
わ
る
巻
尾
は
第
二
四
紙
一
面
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
ち
な
み
に
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
集
『
特
別
展　
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！
元
暁
法
師
―
日
本
が
み
つ
め
た
新
羅・
高
麗
仏
教
―
』
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
一
七
（
以
下
、『
日
本
が
み
つ
め
た
新
羅・
高
麗
仏
教
』）
の
八
四
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
子
注
』
下
巻
の
図
版
は
、
第
一
紙
二
―
三
面
（
上
段
）
と
第
一
七
紙
二
―
三
面
（
下
段
）
で
あ
る
。
な
お
、
後
者
が
択
ば
れ
て
い
る
事
由
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
三　
金
天
鶴
氏
の
研
究
と
そ
の
関
連
研
究
に
つ
い
て
―
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
―
　
円
弘
と
彼
の
著
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
は
金
天
鶴
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
。
　
金
天
鶴
氏
の
研
究
成
果
は
、
三
本
の
主
要
論
文
（
資
料
名
㋺・
㋣・
㋕
参
照
）
を
軸
に
、
こ
れ
を
三
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
氏
の
研
究
発
表
や
学
術
論
文
な
ど
、
一
連
の
研
究
成
果
を
一
括
し
、
ま
た
こ
れ
に
直
結
す
る
関
連
研
究
を
も
含
め
て
、
そ
の
一
覧
を
示
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
　
こ
れ
を
整
理
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
㈠
第
一
期
（
二
〇
一
一
年
―
二
〇
一
二
年
）
㋑
金
天
鶴
、
金
沢
文
庫
所
蔵
、
円
弘
の
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
に
つ
い
て
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
十
二
回
学
術
大
会
、
二
〇
（ 96 ）
円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
（
金
炳
坤
）
一
一
年
九
月
八
日
、
龍
谷
大
学
（
大
宮
学
舎
）
㋺
金
天
鶴
、
金
沢
文
庫
所
蔵
、
円
弘
の
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
に
つ
い
て
、『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
〇
巻
第
二
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
〇
一
二
年
三
月
二
十
日
、
一
五
四
―
一
六
一
（
七
一
二
―
七
一
九
）
頁
。
㈡
第
二
期
（
二
〇
一
三
年
―
二
〇
一
四
年
）
㋩
金
天
鶴
、
も
う
一
つ
の
新
羅
僧
侶
『
法
華
経
論
』
注
釈
書
に
つ
い
て
（
韓
国
語
）、
金
剛
大・
東
国
大
Ｈ
Ｋ
事
業
団
共
同
国
際
学
術
大
会
「
忘
れ
ら
れ
た
韓
国
の
仏
教
思
想
家
―
新
資
料
の
発
掘
と
思
想
の
発
見
―
」、
二
〇
一
三
年
十
一
月
三
十
日
、
大
韓
仏
教
曹
溪
宗
曹
溪
寺
歴
史
文
化
記
念
館
国
際
会
議
場
㋥
金
天
鶴
、
も
う
一
つ
の
新
羅
僧
侶
『
法
華
経
論
』
注
釈
書
に
つ
い
て
（
韓
国
語
）、
金
剛
大
人
文
韓
国
（
Ｈ
Ｋ
）
事
業
団・
東
国
大
人
文
韓
国
（
Ｈ
Ｋ
）
事
業
団
編
『
忘
れ
ら
れ
た
韓
国
の
仏
教
思
想
家
―
新
資
料
の
発
掘
と
思
想
の
発
見
―
』
金
剛
大
人
文
韓
国
（
Ｈ
Ｋ
）
事
業
団・
東
国
大
人
文
韓
国
（
Ｈ
Ｋ
）
事
業
団
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
九
日
、
二
七
五
―
二
八
六
頁
。
㋭
金
炳
坤
、（
論
評
）「
も
う
一
つ
の
新
羅
僧
侶
『
法
華
経
論
』
注
釈
書
に
つ
い
て
」
を
読
ん
で
（
韓
国
語
）、
金
剛
大・
東
国
大
Ｈ
Ｋ
事
業
団
共
同
国
際
学
術
大
会
「
忘
れ
ら
れ
た
韓
国
の
仏
教
思
想
家
―
新
資
料
の
発
掘
と
思
想
の
発
見
―
」、
二
〇
一
三
年
十
一
月
三
十
日
、
大
韓
仏
教
曹
溪
宗
曹
溪
寺
歴
史
文
化
記
念
館
国
際
会
議
場
㋬
金
炳
坤
、（
論
評
）「
も
う
一
つ
の
新
羅
僧
侶
『
法
華
経
論
』
注
釈
書
に
つ
い
て
」
を
読
ん
で
（
韓
国
語
）、
金
剛
大
人
文
韓
国
（
Ｈ
Ｋ
）
事
業
団・
東
国
大
人
文
韓
国
（
Ｈ
Ｋ
）
事
業
団
編
『
忘
れ
ら
れ
た
韓
国
の
仏
教
思
想
家
―
新
資
料
の
発
掘
と
思
想
の
発
見
―
』
金
剛
大
人
文
韓
国
（
Ｈ
Ｋ
）
事
業
団・
東
国
大
人
文
韓
国
（
Ｈ
Ｋ
）
事
業
団
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
九
日
、
二
九
七
―
三
〇
二
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円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
（
金
炳
坤
）
頁
。
㋣
金
天
鶴
、
円
弘
は
新
羅
僧
侶
か
―
『
法
華
経
論
子
注
』
の
引
用
文
献
を
中
心
と
し
て
（
韓
国
語
）、『
東
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
』
第
一
七
輯
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
学
会
、
二
〇
一
四
年
三
月
三
十
一
日
、
一
八
五
―
二
〇
八
頁
。
㋠
金
天
鶴
（
金
炳
坤
訳
）、
円
弘
は
新
羅
僧
侶
か
―
『
法
華
経
論
子
注
』
の
引
用
文
献
を
中
心
と
し
て
、『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
二
〇
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
二
〇
一
九
年
十
月
十
三
日
、
一
―
一
六
頁
。
㈢
第
三
期
（
二
〇
一
四
年
―
二
〇
一
五
年
）
㋷
金
天
鶴
、『
法
華
経
論
子
注
』
の
文
献
の
流
通
と
思
想
に
つ
い
て
―
聖
語
蔵
本
と
金
沢
文
庫
本
を
中
心
と
し
て
―
、
佛
教
與
東
亞
宗
教
寫
本
研
究
國
際
研
討
會
―
新
視
野
與
新
方
法
―
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
十
七
日
、
峨
眉
山
大
仏
禅
院
法
堂
㋦
金
天
鶴
、『
法
華
経
論
子
注
』
写
本
の
流
通
と
思
想
（
韓
国
語
）、
東
国
大
学
校
人
文
韓
国
（
Ｈ
Ｋ
）
研
究
団　
二
〇
一
五
年
第
四
回
Ｈ
Ｋ
ア
ジ
ェ
ン
ダ
学
術
大
会
「
グ
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
ー
の
韓
国
性
―
横
断
性
の
探
索
―
」、
二
〇
一
五
年
六
月
五
日
、
東
国
大
学
校
忠
武
路
映
像
セ
ン
タ
ー
仏
教
学
術
院
講
義
室
（
本
館
二
二
七
号
）
㋸
金
天
鶴
、『
法
華
経
論
子
注
』
写
本
の
流
通
と
思
想
（
韓
国
語
）、
東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研
究
団
編
『
グ
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
ー
の
韓
国
性
―
横
断
性
の
探
索
―
』
東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研
究
団
、
二
〇
一
五
年
六
月
五
日
、
三
三
―
四
九
頁
。
㋾
蓑
輪
顕
量
、（
討
論
文
）
金
天
鶴
「『
法
華
経
論
子
注
』
写
本
の
流
通
と
思
想
に
つ
い
て
」
の
レ
ス
ポ
ン
ス
、
東
国
大
学
校
人
文
韓
国
（
Ｈ
Ｋ
）
研
究
団　
二
〇
一
五
年
第
四
回
Ｈ
Ｋ
ア
ジ
ェ
ン
ダ
学
術
大
会
「
グ
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
ー
の
韓
国
性
―
横
断
性
の
探
索
―
」、
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円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
（
金
炳
坤
）
二
〇
一
五
年
六
月
五
日
、
東
国
大
学
校
忠
武
路
映
像
セ
ン
タ
ー
仏
教
学
術
院
講
義
室
（
本
館
二
二
七
号
）
㋻
蓑
輪
顕
量
、（
討
論
文
）
金
天
鶴
「『
法
華
経
論
子
注
』
写
本
の
流
通
と
思
想
に
つ
い
て
」
の
レ
ス
ポ
ン
ス
、
東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研
究
団
編
『
グ
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
ー
の
韓
国
性
―
横
断
性
の
探
索
―
』
東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研
究
団
、
二
〇
一
五
年
六
月
五
日
、
五
〇
―
五
二
頁
。
㋕
金
天
鶴
、『
法
華
経
論
子
注
』
写
本
の
流
通
と
思
想
（
韓
国
語
）、『
東
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
』
第
二
四
輯
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
学
会
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
三
十
一
日
、
一
五
五
―
一
八
三
頁
。
㋵
金
天
鶴
、『
法
華
経
論
子
注
』
写
本
の
流
通
と
思
想
（
韓
国
語
）、
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所・
東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
院
共
編
『
忘
れ
ら
れ
た
韓
国
の
仏
教
思
想
家
』
東
国
大
学
校
出
版
部
、
二
〇
一
七
年
四
月
三
十
日
、
三
二
五
―
三
四
九
頁
。
㋟
金
天
鶴
（
金
炳
坤
訳
）、『
法
華
経
論
子
注
』
写
本
の
流
通
と
思
想
、『
身
延
論
叢
』
第
二
五
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
二
〇
二
〇
年
三
月
二
十
五
日
、
一
―
三
二
頁
。　
※
本
誌
に
収
録
㋹
蓑
輪
顕
量
（
金
炳
坤
付
記
）、
金
天
鶴
「『
法
華
経
論
子
注
』
写
本
の
流
通
と
思
想
に
つ
い
て
」
の
レ
ス
ポ
ン
ス
、『
身
延
論
叢
』
第
二
五
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
二
〇
二
〇
年
三
月
二
十
五
日
、
三
三
―
三
七
頁
。　
※
本
誌
に
収
録
　
こ
の
十
七
件
の
う
ち
、
研
究
発
表
を
除
い
て
、
活
字
に
な
っ
て
い
る
、
論
文
、
論
評
、
翻
訳
等
の
関
係
性
を
表
に
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
（ 99 ）
円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
（
金
炳
坤
）
〈
表
①
〉『
子
注
』
研
究
史
略
年
表
時
期
第
一
期
第
二
期
第
三
期
そ
れ
以
降
時
期
二
〇
一
二
年
㋺
二
〇
一
三
年
㋥
㋬
二
〇
一
四
年
㋣
㋠
二
〇
一
九
年
二
〇
一
五
年
㋸
㋻
㋹
二
〇
二
〇
年
同
右
㋕
㋟
同
右
二
〇
一
七
年
㋵
著
者
金
天
鶴
金
天
鶴
金
炳
坤
金
天
鶴
蓑
輪
顕
量
金
炳
坤
訳
者
等
　
こ
れ
ら
の
関
係
性
に
つ
い
て
簡
略
に
述
べ
て
お
く
と
、
㋬
は
㋥
の
論
評
、
㋣
は
㋥
の
修
正
版
、
㋻
は
㋸
の
論
評
、
㋕
は
㋸
の
修
正
版
、
㋵
は
㋕
の
修
正
版
、
㋠
は
㋣
の
日
本
語
訳
、
㋹
は
㋻
の
転
載
（
筆
者
の
付
記
を
含
む
）、
㋟
は
㋕
の
日
本
語
訳
で
あ
る
。
中
で
も
、
筆
者
に
よ
る
二
本
の
日
本
語
訳
（
資
料
名
㋠・
㋟
参
照
）
で
は
、
岡
本
一
平
氏
の
助
言
も
あ
り
、
単
な
る
訳
に
と
ど
め
ず
に
、
＊
ア
ス
タ
リ
ス
ク・
〔
亀
甲
括
弧
〕
を
も
っ
て
訂
正
や
加
筆
を
施
し
た
。
　
こ
の
う
ち
、
金
天
鶴
氏
の
主
要
論
文
三
本
の
目
次
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
（ 100 ）
円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
（
金
炳
坤
）
㋺
（
金
天
鶴
［
二
〇
一
二
］）
一　
問
題
の
所
在
二　
円
弘
に
つ
い
て
三　
『
妙
法
蓮
花
経
論
子
注
』
に
つ
い
て
四　
『
妙
法
蓮
花
経
論
子
注
』
の
分
科
と
思
想
五　
ま
と
め
㋣
（
金
天
鶴
［
二
〇
一
四
］、
目
次
は
㋠
に
よ
る
も
の
）
Ⅰ　
は
じ
め
に
Ⅱ　
円
弘
に
つ
い
て
Ⅲ　
円
弘
の
『
法
華
経
論
子
注
』
に
つ
い
て
　
１　
現
存
本
『
法
華
経
論
子
注
』
紹
介
　
２　
引
用
文
献
の
検
討
Ⅳ　
結
論
㋕
（
金
天
鶴
［
二
〇
一
五
］、
目
次
は
㋟
に
よ
る
も
の
）
Ⅰ　
は
じ
め
に
（ 101 ）
円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
（
金
炳
坤
）
Ⅱ　
『
子
注
』
写
本
の
流
通
と
新
羅
著
述
確
定
　
１　
『
子
注
』
写
本
の
流
通
　
２　
『
子
注
』
の
新
羅
著
述
確
定
Ⅲ　
『
子
注
』
写
本
の
底
本
テ
キ
ス
ト
と
思
想
　
１　
『
子
注
』
写
本
テ
キ
ス
ト
　
２　
『
法
華
経
論
』
テ
キ
ス
ト
　
３　
『
子
注
』
の
思
想
　
　
⑴　
引
用
文
献
を
通
し
て
み
た
思
想
傾
向
　
　
⑵　
声
聞
の
成
仏
に
つ
い
て
　
　
⑶　
テ
キ
ス
ト
と
思
想
の
関
係
Ⅳ　
結
論
　
筆
者
は
こ
の
う
ち
、「『
妙
法
蓮
花
経
論
子
注
』
の
分
科
と
思
想
」（
金
天
鶴
［
二
〇
一
二
］
一
六
〇
）
と
「『
子
注
』
の
思
想
」（
金
天
鶴
［
二
〇
一
五
］
一
六
九
―
一
七
八
）
を
除
い
て
、
氏
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
「
円
弘
新
羅
人
説
」（
筆
者
の
造
語
）
に
関
す
る
す
べ
て
の
論
拠
に
対
し
て
再
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
。
（ 102 ）
円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
（
金
炳
坤
）
㈣
第
四
期
（
二
〇
一
五
年
―
二
〇
一
六
年
）
　
そ
れ
が
次
に
挙
げ
る
筆
者
の
研
究
で
あ
る
。
　
㊀
金
天
鶴
氏
の
『
子
注
』
研
究
に
対
す
る
筆
者
の
研
究
に
つ
い
て
㋞
金
炳
坤
、
円
弘
注
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、
第
六
十
八
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
、
二
〇
一
五
年
十
一
月
六
日
、
日
蓮
宗
宗
務
院
㋡
金
炳
坤
、
円
弘
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
の
新
理
解
（
韓
国
語
）、
韓
国
思
想
史
学
会・
東
国
大
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研
究
団・
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
共
同
主
催
「
新
羅
写
本
と
元
暁
」、
二
〇
一
六
年
八
月
十
九
日
、
東
国
大
学
校
仏
教
学
術
院
（
忠
武
路
映
像
セ
ン
タ
ー
本
館
）
二
二
七
号
㋧
金
炳
坤
、
円
弘
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
の
新
理
解
（
韓
国
語
）、
韓
国
思
想
史
学
会・
東
国
大
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研
究
団・
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
『
新
羅
写
本
と
元
暁
』
韓
国
思
想
史
学
会・
東
国
大
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研
究
団・
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
一
六
年
八
月
十
九
日
、
一
―
一
七
頁
。
　
こ
の
研
究
（
資
料
名
㋧
参
照
）
で
は
、
主
に
、
金
天
鶴
氏
が
主
張
す
る
「
円
弘
新
羅
人
説
」
の
是
非
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
筆
者
の
結
論
は
「
再
検
討
す
る
べ
き
余
地
が
あ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
研
究
は
、
近
い
う
ち
に
日
本
語
に
翻
訳
す
る
予
定
で
あ
る
た
め
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
讓
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
ま
た
こ
の
中
で
は
、
余
他
の
付
随
的
な
問
題
と
し
て
、
蓑
輪
顕
量
氏
も
指
摘
）
1（
（
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、
金
天
鶴
氏
が
指
摘
）
11
（
し
て
い
る
『
法
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円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
（
金
炳
坤
）
華
経
論
』
の
第
三
の
テ
キ
ス
ト
（
＝
第
三
の
形
式
）
の
問
題
や
、『
子
注
』
を
直
接
引
用
す
る
初
見
が
奈
良
時
代
の
寿
霊
で
あ
る
と
す
る
こ
と
）
11
（
、
そ
れ
か
ら
、
平
安
時
代
の
初
期
以
後
、
鎌
倉
時
代
以
前
の
『
子
注
』
引
用
が
見
当
た
ら
な
い
と
す
る
金
天
鶴
氏
の
見
解
）
11
（
を
補
正
し
よ
う
と
し
て
、
筆
者
が
提
示
し
た
『
三
平
等
義
』
に
お
け
る
『
子
注
』
の
直
接
引
用
な
ど
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
章
を
改
め
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
㊁
『
円
弘
師
章
』
に
関
す
る
岡
本
一
平
氏
の
研
究
に
つ
い
て
　
な
お
、
円
弘
の
も
う
一
つ
の
著
作
と
し
て
知
ら
れ
る
『
円
弘
師
章
』
に
つ
い
て
は
、
岡
本
一
平
氏
の
次
の
研
究
が
あ
る
。
㋤
岡
本
一
平
、『
円
弘
章
』
の
逸
文
研
究
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
十
七
回
学
術
大
会
、
二
〇
一
六
年
九
月
三
日
、
東
京
大
学
（
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
）
㋶
岡
本
一
平
、
円
弘
撰
『
円
弘
師
章
』
の
逸
文
研
究
、『
身
延
論
叢
』
第
二
五
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
二
〇
二
〇
年
三
月
二
十
五
日
、
三
九
―
八
九
頁
。　
※
本
誌
に
収
録
　
一
言
付
け
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ら
ば
、
筆
者
も
研
究
協
力
者
の
一
人
と
し
て
係
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
、
福
士
慈
稔
氏
の
「
日
本
仏
教
各
宗
の
新
羅・
高
麗・
李
朝
仏
教
認
識
に
関
す
る
研
究
」
で
は
、
円
弘
を
新
羅
人
と
見
な
し
得
る
だ
け
の
根
拠
を
持
ち
得
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
）
11
（
、
彼
を
調
査
対
象
か
ら
外
し
、
逸
文
の
集
成
は
行
な
わ
な
か
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
無
か
ら
有
を
生
み
出
し
て
い
る
本
逸
文
研
究
は
、
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
と
し
て
後
世
に
そ
の
名
を
遺
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
）
11
（
。
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円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
（
金
炳
坤
）
四　
そ
の
後
の
研
究
に
つ
い
て
―
二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
一
七
年
ま
で
―
　
筆
者
に
よ
っ
て
解
明
で
き
た
こ
と
は
、『
子
注
』
所
引
の
『
法
華
経
論
』
の
テ
キ
ス
ト
が
日
本
の
和
刻
本
に
相
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
か
ら
『
三
平
等
義
』
が
『
子
注
』
を
題
材
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
㈠
『
法
華
経
論
』
の
第
三
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
（［
二
〇
一
六
］
一
二
―
一
六
、
資
料
名
㋧
）
に
お
い
て
、
す
で
に
論
及
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
は
、
筆
者
と
桑
名
法
晃
氏
の
次
の
研
究
が
あ
る
。
㋰
金
炳
坤・
桑
名
法
晃
、
義
寂
釈
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』
の
文
献
学
的
研
究
⑴
、『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一
五
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
二
〇
一
四
年
十
月
十
三
日
、
一
九
―
四
三
頁
。
㋒
金
炳
坤
、
流
布
本
『
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
』
考
、
日
本
宗
教
学
会
第
七
十
五
回
学
術
大
会
、
二
〇
一
六
年
九
月
十
一
日
、
早
稲
田
大
学
（
戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）
㋼
金
炳
坤
、
流
布
本
『
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
』
考
、『
宗
教
研
究
』
第
九
〇
巻
別
冊
、
日
本
宗
教
学
会
、
二
〇
一
七
年
三
月
三
十
日
、
三
〇
六
―
三
〇
七
頁
。
㋨
桑
名
法
晃
、『
法
華
論
』
版
本
の
研
究
―
清
水
梁
山
国
訳
『
法
華
論
』
の
底
本
を
視
点
と
し
て
―
、『
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
』
第
二
〇
号
、
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
四
月
一
日
、
一
七
―
六
二
頁
。
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円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
（
金
炳
坤
）
㈡
『
子
注
』
と
『
三
平
等
義
』
の
関
係
に
つ
い
て
　
拙
稿
（［
二
〇
一
六
］
一
六
―
一
七
、
資
料
名
㋧
）
の
中
で
取
り
上
げ
て
い
る
『
子
注
』
と
『
三
平
等
義
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
も
研
究
を
続
け
、
筆
者
な
り
の
答
え
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
は
、
筆
者
の
次
の
研
究
が
あ
る
。
㋔
金
炳
坤
、『
三
平
等
義
』
の
成
立
に
関
す
る
研
究
、『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一
七
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
二
〇
一
六
年
十
月
一
日
、
一
―
三
四
頁
。
㋗
金
炳
坤
、
59　
⦿　
妙
法
蓮
華
経
論
子
注　
巻
下　
一
帖
（
資
料
解
説
）、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
集
『
特
別
展　
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！
元
暁
法
師
―
日
本
が
み
つ
め
た
新
羅・
高
麗
仏
教
―
』
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
一
七
年
六
月
二
十
四
日
、
九
六
頁
。　
※
⦿
は
国
宝
を
示
す
（
以
下
同
様
）
㋳
金
炳
坤
、
最
澄
と
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』、
元
暁
生
誕
一
四
〇
〇
年
記
念
共
同
学
術
大
会
「
元
暁
と
新
羅
仏
教
写
本
」、
二
〇
一
七
年
六
月
二
十
四
日
、
金
沢
文
庫
大
会
議
室
㋮
金
炳
坤
、
最
澄
と
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫・
東
国
大
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研
究
団
編
『
元
暁
と
新
羅
仏
教
写
本
』
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫・
東
国
大
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研
究
団
、
二
〇
一
七
年
六
月
二
十
四
日
、
四
一
―
八
一
頁
。
㋘
金
炳
坤
、『
三
平
等
義
』
所
引
の
「
注
云
」
に
つ
い
て
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
十
八
回
学
術
大
会
、
二
〇
一
七
年
九
月
二
日
、
花
園
大
学
㋫
金
炳
坤
、『
三
平
等
義
』
所
引
の
「
注
云
」
に
つ
い
て
、『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
六
巻
第
一
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
二
十
日
、
二
七
四
―
二
六
九
（
二
一
九
―
二
二
四
）
頁
。
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円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
（
金
炳
坤
）
　
拙
稿
（［
二
〇
一
七
］
八
〇
―
八
一
、
資
料
名
㋮
）
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
韓
国
語
の
要
約
文
に
、
筆
者
が
《
子
注
研
究
》
に
与
る
よ
う
に
な
っ
た
事
情
や
、『
子
注
』
と
『
三
平
等
義
』
の
関
係
が
簡
明
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
こ
れ
を
日
本
語
に
翻
訳
（
※
資
料
名
㋫
に
お
け
る
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
大
幅
に
改
訂
し
た
）
し
て
研
究
の
用
に
供
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
㊀
要
約
文
の
翻
訳
　
円
弘
と
彼
の
著
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
に
つ
い
て
は
、
金
天
鶴
博
士
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
に
多
角
的
な
検
討
が
な
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
金
天
鶴
博
士
は
、
円
弘
を
新
羅
出
身
の
僧
侶
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
の
う
な
研
究
成
果
に
対
す
る
筆
者
の
綿
密
な
る
検
証
に
よ
れ
ば
、
円
弘
の
出
身
国
は
、
い
ま
だ
新
羅
と
唐
の
い
ず
れ
の
可
能
性
も
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
　
円
弘
の
思
想
は
も
ち
ろ
ん
彼
の
国
籍
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
円
弘
に
関
す
る
多
様
な
る
資
料
を
蒐
集
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
在
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
資
料
は
ご
く
わ
ず
か
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
よ
う
な
資
料
で
さ
え
も
、
彼
の
国
籍
を
究
明
し
得
る
資
料
と
し
て
の
価
値
は
希
薄
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
筆
者
は
、
法
華
章
疏
に
関
す
る
全
般
的
な
研
究
を
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、
金
天
鶴
博
士
は
、
筆
者
が
二
〇
一
二
年
に
立
正
大
学
に
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
『
法
華
章
疏
の
研
究
―
海
東
撰
述・
西
域
出
土
本
を
中
心
と
し
て
―
』
の
副
査
を
務
め
た
の
で
あ
る
。
　
か
よ
う
な
縁
に
よ
り
、
筆
者
は
、
金
天
鶴
博
士
が
制
作
し
た
『
子
注
』
上・
下
巻
の
翻
刻
デ
ー
タ
の
チ
ェ
ッ
ク
及
び
典
拠
の
確
認
な
ど
の
作
業
を
依
頼
（
二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
五
日
）
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
作
業
を
進
め
て
い
く
過
程
で
筆
者
は
、
日
本
撰
述
の
章
疏
に
お
け
る
『
子
注
』
引
用
を
調
査
中
に
、『
三
平
等
義
』
に
お
い
て
『
子
注
』
が
相
当
数
盗
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
は
じ
め
て
知
り
得
た
の
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円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
（
金
炳
坤
）
で
あ
る
。
　
本
研
究
で
は
、
円
仁
（
七
九
四
―
八
六
四
）
と
、
彼
の
弟
子
で
あ
る
安
然
（
八
四
一
―
八
八
九
？
）
の
、
共
同
作
業
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
『
三
平
等
義
』
と
『
子
注
』
と
の
総
合
的
な
比
較
分
析
を
通
し
て
、『
三
平
等
義
』
に
お
け
る
『
子
注
』
の
位
相
を
明
確
に
し
て
い
る
。
　
具
体
的
に
は
『
三
平
等
義
』
に
お
い
て
「
注
云
」
或
い
は
「
如
注
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
部
分
が
『
子
注
』
と
対
応
関
係
に
あ
る
（
安
然
注
か
）
と
い
う
こ
と
。
ま
た
典
拠
を
明
か
し
て
は
い
な
い
が
、
問
答
形
式
の
文
献
で
あ
る
『
三
平
等
義
』
の
前
半
部
に
位
置
す
る
本
文
の
問
答
中
、
答
に
該
当
す
る
部
分
が
『
子
注
』
と
対
応
関
係
に
あ
る
（
円
仁
記
か
）
と
い
う
こ
と
。
加
え
て
安
然
は
『
子
注
』
を
引
用
及
び
採
用
し
て
い
る
が
、
円
仁
の
場
合
は
、『
子
注
』
と
同
文
を
有
す
る
常
騰
（
七
四
〇
―
八
一
五
）
の
『
法
華
論
注
』
と
の
関
係
か
ら
し
て
、
円
弘
と
常
騰
の
う
ち
、
ど
ち
ら
を
依
用
し
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
確
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
〈写真① ・ ②〉身延文庫蔵『三平等義』（右 ・ 一丁オ、左 ・ 三二丁ウ）
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円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
（
金
炳
坤
）
　
併
せ
て
『
三
平
等
義
』
に
お
け
る
円
仁
と
安
然
の
記
述
と
注
記
の
部
分
を
区
別
し
た
の
ち
、『
三
平
等
義
』
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
論
証
し
、『
三
平
等
義
』
が
『
子
注
』
の
注
釈
書
的
性
格
を
兼
備
し
て
い
る
文
献
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
学
界
で
は
じ
め
て
究
明
し
て
い
る
。
　
こ
の
他
に
も
、『
子
注
』
が
依
拠
し
て
い
る
『
法
華
経
論
』
が
本
論
の
原
訳
に
最
も
近
し
い
古
形
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
発
表
の
拙
稿
（
資
料
名
㋼
参
照
）
に
お
い
て
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
が
、『
子
注
』
下
巻
に
は
落
丁
が
あ
る
た
め
に
、
古
形
を
復
元
す
る
と
い
う
試
み
に
困
難
が
生
じ
て
い
る
。
し
か
し
、『
三
平
等
義
』
の
『
子
注
』
と
の
密
接
な
る
対
応
関
係
を
考
慮
す
れ
ば
、『
子
注
』
下
巻
の
落
丁
の
部
分
に
該
当
す
る
『
法
華
経
論
』
の
引
用
を
『
三
平
等
義
』
を
通
し
て
復
元
し
得
る
と
い
う
点
に
着
眼
し
て
、
実
際
に
こ
れ
に
該
当
す
る
部
分
を
復
元
し
て
い
る
。
　
最
後
に
、
筆
者
の
手
の
届
く
範
囲
で
の
調
査
に
過
ぎ
な
い
が
、
証
真
（
一
一
二
四
―
一
二
〇
八
）
撰
『
法
華
疏
私
記
』
に
お
い
て
「
如
円
弘
師
注
法
華
論
」
と
、
選
者
と
書
名
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
引
用
が
新
た
に
確
認
で
き
た
と
い
う
こ
と
を
は
じ
め
て
明
か
し
て
い
る
。
　
研
究
資
料
に
つ
い
て
は
、『
三
平
等
義
』
は
現
存
し
て
い
る
二
本
の
写
本
中
、
最
も
古
い
伝
本
を
写
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
身
延
文
庫
本
を
使
用
し
資
料
の
信
頼
性
を
保
証
し
て
お
り
、『
子
注
』
は
称
名
寺
所
蔵
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
管
理
）
の
現
存
す
る
唯
一
の
写
本
を
利
用
し
原
本
に
基
づ
く
正
確
性
を
担
保
し
て
い
る
。
㈢
『
法
華
経
論
子
注
等
要
文
』
に
つ
い
て
　
金
沢
文
庫
に
長
文
に
わ
た
り
『
子
注
』
を
引
用
す
る
資
料
の
存
す
る
こ
と
が
、
道
津
綾
乃
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
道
津
氏
の
発
見
し
た
本
資
料
は
、
氏
に
よ
っ
て
『
法
華
経
論
子
注
等
要
文
』（
以
下
、『
要
文
』）
と
命
名
（
仮
称
）
さ
れ
て
い
る
。
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㋙
道
津
綾
乃
、
77　
⦿　
法
華
経
論
子
注
等
要
文　
一
冊
（
資
料
解
説
）、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
集
『
特
別
展　
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！
元
暁
法
師
―
日
本
が
み
つ
め
た
新
羅・
高
麗
仏
教
―
』
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
一
七
年
六
月
二
十
四
日
、
一
〇
九
頁
。
　
次
に
こ
の
資
料
解
説
を
転
載
（
※
ロ
ー
マ
数
字
は
漢
数
字
に
改
め
た
）
し
て
お
き
た
い
。
77　
⦿　
法
華
経
論
子
注
等
要
文　
一
冊
／
袋
綴
装　
縦
二
七・
五　
横
一
九・
〇
／
十
三
―
十
四
世
紀　
称
名
寺
所
蔵
書
名
は
仮
称
で
あ
る
。
本
書
は
、
冒
頭
に
「
同
論
云
」
と
示
し
て
、
婆
藪
槃
豆
（
世
親
）
釈・
菩
提
留
支
等
訳
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』（
通
称
『
法
華
経
論
』）
巻
下
の
本
文
を
大
字
、
注
釈
を
小
字
で
書
い
た
円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
を
、
二
丁
）
11
（
に
わ
た
り
引
用
し
て
い
る
。
本
書
の
作
者
は
、
称
名
寺
に
伝
わ
っ
て
い
る
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
の
写
本
（
№
五
九
）
を
用
い
て
、
自
説
の
論
証
を
試
み
た
よ
う
で
あ
る
。
［
称
名
寺
聖
教
四
四
一
函
一
一
五
号
二
番
］（
道
津
）
　
現
存
す
る
『
子
注
』
下
巻
の
第
一
七
紙
二
面
一
行
目
の
「
彼
声
聞
等
」
か
ら
、
第
一
八
紙
一
面
四
行
目
左
の
「
答
依
同
義
故
」
ま
で
に
該
当
す
る
、
こ
の
『
要
文
』
は
、
そ
の
図
版
が
『
日
本
が
み
つ
め
た
新
羅・
高
麗
仏
教
』
の
一
〇
六
頁
（
※
便
宜
上
、
上
段
の
図
版
を
一
頁
と
し
、
下
段
の
図
版
を
二
頁
と
す
る
）
に
載
っ
て
い
る
が
、
こ
の
『
要
文
』
と
の
比
較
を
容
易
な
ら
し
め
る
よ
う
と
し
た
意
図
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
前
述
の
通
り
、
同
書
の
八
四
頁
に
は
『
子
注
』
下
巻
の
第
一
七
紙
二
―
三
面
の
図
版
が
載
っ
て
い
る
た
め
に
、
一
部
な
が
ら
（ 110 ）
円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
（
金
炳
坤
）
『
子
注
』
と
の
比
較
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
筆
者
の
調
査
で
は
、
欠
損
箇
所
を
除
き
、
次
の
四
箇
所
に
お
い
て
、
そ
の
異
同
（
出
入
り
）
が
確
認
で
き
た
。
①
成
仏
故
（『
子
注
』
下
巻
、
第
一
七
紙
二
面
一
―
二
行
目
）　
→　
成　
故
（『
要
文
』
一
頁
一
行
目
）
②
而　
記
（『
子
注
』
下
巻
、
第
一
七
紙
二
面
四
行
目
右
）　　
→　
而
与
記
（『
要
文
』
一
頁
三
行
目
左
）
③
記
意
彼
（『
子
注
』
下
巻
、
第
一
七
紙
三
面
五
行
目
左
）　　
→　
記　
彼
（『
要
文
』
一
頁
八
行
目
右
）
④
仏　
名
（『
子
注
』
下
巻
、
第
一
八
紙
一
面
一
行
目
左
）　　
→　
仏
故
名
（『
要
文
』
二
頁
五
行
目
左
）
　
比
較
的
忠
実
な
引
用
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
入
り
は
少
し
く
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
同
箇
所
は
、『
法
華
経
論
』
に
「
彼
声
聞
等
、
得
授
記
者
、
得
決
定
心
。
非
謂
声
聞
、
成
就
法
性
（
声
聞
に
し
て
授
記
さ
れ
た
者
は
、
確
定
し
た
意
楽
（*āśaya
）
を
得
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
声
聞
が
法
身
（*dharm
akāya
）
を
成
就
し
た
わ
け
で
は
な
い
）
11
（
）」（『
大
正
』
二
六・
八
下
）
と
あ
る
件
を
注
釈
す
る
と
こ
ろ
で
、『
子
注
』
の
解
釈
上
の
特
色
と
も
言
え
る
「
三
種
の
舎
利
弗
）
11
（
」
に
つ
い
て
解
釈
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
金
天
鶴
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
）
11
（
、
こ
こ
は
、
ま
る
で
自
説
で
あ
る
か
の
よ
う
に
『
子
注
』
を
引
い
て
い
る
常
騰
の
『
法
華
論
注
）
1（
（
』
と
、
こ
れ
を
引
く
、
称
名
寺
第
三
代
長
老
湛
睿
（
一
二
七
一
―
一
三
四
六
）
や
、
彼
と
長
く
行
動
を
共
に
し
て
き
た
霊
波
（
一
二
九
〇
―
一
三
七
七
）
も
が
注
目
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
が
『
子
注
』
の
特
異
な
解
釈
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。
　
後
二
者
の
事
例
か
ら
し
て
も
、『
要
文
』
が
称
名
寺
に
伝
わ
る
由
縁
が
窺
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、『
要
文
』
と
後
二
者
の
異
な
る
と
こ
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ろ
は
、
常
騰
の
『
法
華
論
注
』
の
引
用
で
は
な
く
、『
子
注
』
の
引
用
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
　
ま
た
『
要
文
』
の
引
用
は
、
文
章
の
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
た
め
、
続
き
の
発
見
や
、
そ
の
他
の
何
ら
か
の
展
開
が
俟
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
五　
結
語
　
か
く
し
て
本
稿
で
は
、
円
弘
、
并
び
に
『
子
注
』
に
関
す
る
従
来
の
研
究
成
果
を
網
羅
的
に
紹
介
し
な
が
ら
こ
れ
を
概
観
し
て
き
た
。
　
さ
て
、
今
年
度
の
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
に
お
い
て
、
金
天
鶴
、
岡
本
一
平
、
道
津
綾
乃
の
各
氏
と
、
筆
者
と
で
、《
円
弘
研
究
》
の
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
が
あ
っ
た
。
特
集
号
の
企
画
は
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
　
そ
も
そ
も
韓
国
で
は
、
日
本
と
違
っ
て
《
法
華
研
究
》
は
さ
ほ
ど
盛
ん
で
は
な
く
、
し
か
も
『
子
注
』
そ
の
も
の
の
翻
刻
文
や
電
子
デ
ー
タ
も
未
公
開
で
、
写
本
も
手
に
し
難
く
、
限
ら
れ
た
人
に
し
か
閲
覧
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
金
天
鶴
氏
が
韓
国
語
で
発
表
し
た
二
本
の
論
文
（
資
料
名
㋣・
㋕
参
照
）
は
、
お
そ
れ
な
が
ら
期
待
値
を
下
回
る
反
応
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
　
そ
こ
で
、
学
術
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
確
保
の
た
め
に
、
つ
ま
り
は
、
言
葉
の
壁
を
越
え
、
土
壌
を
変
え
る
べ
く
、
こ
の
二
本
の
論
文
を
筆
者
が
日
本
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
、
氏
の
主
要
論
文
三
本
は
す
べ
て
日
本
語
（
資
料
名
㋺・
㋠・
㋟
参
照
）
で
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
先
も
触
れ
た
よ
う
に
、《
円
弘
研
究
》
が
次
の
段
階
に
向
か
っ
て
躍
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
現
存
す
る
『
子
注
』
上・
下
巻
の
テ
キ
ス
ト
の
公
開
が
優
先
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
拒
ん
で
い
る
の
は
、
筆
者
の
怠
慢
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
　
現
状
で
言
え
ば
、
金
天
鶴
氏
が
制
作
し
た
『
子
注
』
上・
下
巻
の
翻
刻
デ
ー
タ
の
、
筆
者
の
チ
ェ
ッ
ク
は
了
し
て
い
る
が
、
氏
の
韓
国
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語
で
作
成
し
た
注
記
の
翻
訳
や
、
岡
本
一
平
氏
が
指
摘
（
本
誌
六
六
頁
参
照
）
す
る
よ
う
に
、
典
拠
の
調
査
が
未
尽
で
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
に
、
公
開
ま
で
に
は
し
ば
ら
く
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
そ
れ
に
、
筆
者
の
注
意
が
別
の
と
こ
ろ
―
『
法
華
論
疏
』・
『
妙
法
蓮
華
経
纉
述
』
と
『
法
華
経
論
述
記
』・
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
の
関
係
―
に
向
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
点
が
、
急
務
で
あ
る
テ
キ
ス
ト
の
公
開
を
邪
魔
す
る
も
の
と
で
も
、
言
い
訳
し
て
お
こ
う
。
　
と
は
言
え
、
こ
の
特
集
号
を
も
っ
て
、
第
一
期
か
ら
第
四
期
ま
で
の
計
七
本
中
、
金
天
鶴
氏
の
論
文
三
本
、
蓑
輪
顕
量
氏
の
論
評
一
本
、
岡
本
一
平
氏
の
論
文
一
本
、
筆
者
の
論
評
一
本
と
、
残
す
と
こ
ろ
は
、
あ
と
筆
者
の
論
文
一
本
の
翻
訳
の
み
と
な
っ
た
た
め
、
一
冊
の
本
に
す
る
な
ら
ば
、《
研
究
篇
》
は
一
応
目
途
が
つ
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
金
天
鶴
氏
の
こ
だ
わ
る
と
こ
ろ
の
、
円
弘
の
出
自
を
め
ぐ
る
問
題
も
し
か
り
、
い
ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
い
る
《
円
弘
研
究
》
の
進
展
の
た
め
に
も
、
本
腰
を
入
れ
て
エ
フ
ォ
ー
ト
を
割
い
て
、
地
道
な
調
査
と
諸
説
の
精
査
に
、
一
意
奮
闘
す
る
他
な
い
だ
ろ
う
。
偉
大
な
議
論
を
打
ち
立
て
る
に
は
、
一
つ
の
小
さ
な
問
題
に
集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
最
後
に
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
に
お
け
る
『
法
華
経
論
』
の
展
開
を
論
ず
る
上
で
、
本
稿
が
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
註（
１
）	
松
森
秀
幸
「『
法
華
伝
記
』
の
成
立
年
代
と
「
釈
志
遠
伝
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
」『
印
仏
研
』
第
六
八
巻
第
一
号
、
二
〇
一
九
、
二
四
四
頁
参
照
。
（
２
）	
智
顗
（
五
三
八
―
五
九
七
）
説・
灌
頂
（
五
六
一
―
六
三
二
）
述
『
妙
法
蓮
華
経
玄
義
』
巻
第
十
下
に
「
又
法
華
優
波
提
舎
中
。
明
法
華
経
理
円
教
。
極
無
所
欠
少
」（『
大
正
』
三
三・
八
一
三
中
）
と
あ
る
。
な
お
、
智
顗
著
作
に
お
け
る
『
法
華
経
論
』
引
用
に
つ
い
て
は
、
後
註
十
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六
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
３
）	Y
enshu	K
urum
iya
「A
	N
ote	of	the	Seventeen	D
istinctive	N
am
es	of	Saddharm
apundarīkasūtra
」『
印
仏
研
』
第
二
五
巻
第
二
号
、
一
九
七
七
、
九
七
六
―
九
七
四
頁
参
照
。
（
４
）	
先
学
（
奥
野
光
賢
『
仏
性
思
想
の
展
開
―
吉
蔵
を
中
心
と
し
た
『
法
華
論
』
受
容
史
―
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
二
、
五
四
―
五
五
頁
、
注
二
二
参
照
）
の
指
摘
通
り
、
吉
蔵
著
作
に
お
け
る
「
晩
見
」
と
い
う
用
例
は
、
最
初
の
法
華
註
疏
と
さ
れ
る
『
法
華
玄
論
』（
平
井
俊
榮
『
法
華
玄
論
の
註
釈
的
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
八
七
、
一
二
頁
参
照
）
と
最
晩
年
の
著
述
と
さ
れ
る
『
大
乗
玄
論
』
に
し
か
出
て
こ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、「
晩
見
」
が
「
晩
年
」
を
指
す
か
と
い
う
の
は
曖
昧
さ
の
残
る
問
題
で
あ
る
。
（
５
）	
吉
蔵
撰
『
法
華
玄
論
』
巻
第
一
「
晩
見
法
花
論
明
仏
性
義
有
七
文
」（『
大
正
』
三
四・
三
六
七
中
）
（
６
）	
法
雲
撰
『
法
華
義
記
』
巻
第
五
「
而
今
此
教
未
明
此
理
故
名
復
倍
上
数
以
為
涅
槃
」（『
大
正
』
三
三・
六
二
四
下
）、
同
上
「
然
法
華
経
所
明
法
身
者
不
同
常
住
也
」（『
大
正
』
三
三・
六
二
九
上
）、『
法
華
玄
論
』
巻
第
二
「
光
宅
雲
公
言
。
猶
是
無
常
。
所
以
然
者
教
有
五
時
。
唯
第
五
涅
槃
是
常
住
教
。
四
時
皆
無
常
。
法
華
是
第
四
時
教
。
是
故
仏
身
猶
是
無
常
。
又
此
経
自
説
無
常
如
下
文
言
。
復
倍
上
数
雖
復
称
久
終
自
有
限
。
故
知
無
常
」（『
大
正
』
三
四・
三
七
二
上
）
（
７
）	『
法
華
玄
論
』
巻
第
二
「
故
法
華
論
云
。
復
倍
上
数
者
示
現
如
来
常
命
。
方
便
顕
多
数
過
上
数
不
可
知
故
也
。
余
見
此
文
悲
喜
交
至
也
」（『
大
正
』
三
四・
三
七
七
下
）
（
８
）	
平
井
俊
榮
前
掲
書
、
六
七
頁
、
注
一
参
照
。
（
９
）	
基
撰
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
巻
第
五
本
「
声
聞
類
異
者
。
論
云
声
聞
有
四
。
一
決
定
。
二
増
上
慢
。
三
退
菩
提
心
。
四
応
化
。
如
来
与
二
授
記
。
謂
応
化・
退
菩
提
心
者
。
除
決
定・
増
上
慢
者
根
未
熟
故
。
如
来
不
与
記
。
菩
薩
与
記
。
菩
薩
与
記
者
方
便
令
発
心
故
。
常
不
軽
記
是
。
此
言
未
熟
者
増
上
慢
者
可
爾
。
趣
寂
畢
竟
不
熟
云
何
言
未
熟
。
未
者
不
也
」（『
大
正
』
三
四・
七
四
二
中
）
（
10
）	
こ
の
用
語
の
初
出
は
、
澄
観
（
七
三
七
―
八
三
八
）
述
『
貞
元
新
訳
華
厳
経
疏
』（『
卍
続
蔵
経
』
五・
五
五
上
）
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
（
11
）	
勝
呂
信
静
「
窺
基
の
法
華
玄
賛
に
お
け
る
法
華
経
解
釈
」
坂
本
幸
男
編
『
法
華
経
の
中
国
的
展
開
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
二
、
三
四
四
頁
参
照
。
（
12
）	「
七
喩
」
と
い
う
表
現
は
、『
妙
法
蓮
華
経
玄
義
』（『
大
正
』
三
三・
七
七
一
下
）
が
初
出
と
み
ら
れ
る
が
、「
法
華
七
喩
」
と
い
う
ふ
う
に
術
語
に
し
た
の
が
誰
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
（ 114 ）
円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
（
金
炳
坤
）
（
13
）	
饒
宗
頤
主
編・
王
素・
李
方
著
『
魏
晉
南
北
朝
敦
煌
文
獻
編
年
』
新
文
豐
出
版
公
司
、
一
九
九
七
、
一
九
〇
頁
に
「
大
魏
永
安
元
〔
五
二
八
〕
年
歳
次
戊
申
十
二
月　
洛
陽
永
寧
寺
訳
／
執
筆
人
比
丘
僧
辯
」（
※
引
用
文
中
、〔
亀
甲
括
弧
〕
は
筆
者
に
よ
る
も
の
。
以
下
同
様
）
と
あ
り
、
菩
提
留
支
等
訳
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
の
題
記
と
推
定
さ
れ
る
敦
煌
出
土
の
断
簡
が
知
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
論
の
訳
出
を
め
ぐ
っ
て
は
、『
歴
代
三
宝
紀
』（『
大
正
』
四
九・
四
四
上
、
八
六
中
）
に
よ
れ
ば
、
勒
那
摩
提
訳
に
関
し
て
は
、
永
平
元
（
五
〇
八
）
年
の
洛
陽
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
が
、
菩
提
流
支
訳
に
関
し
て
は
、
永
平
二
年
以
降
の
洛
陽
及
び
鄴
で
の
訳
業
を
伝
え
る
だ
け
で
、
そ
の
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
望
月
信
亨
氏
が
指
摘
（
同
上
編
『
望
月
仏
教
大
辞
典
第
五
巻
』
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
三
三
、
四
八
〇
六
頁
参
照
）
す
る
よ
う
に
、
慧
影
（
？
―
六
〇
〇
）
の
『
大
智
度
論
疏
』
に
「
法
華
論
留
支
三
蔵
。
以
景
明
二
年
欲
翻
。
為
有
小
小
国
不
寧
事
故
不
得
訳
。
但
出
要
意
一
巻
云
（
法
華
論
は
留
支
三
蔵
、
景
明
二
〔
五
〇
一
〕
年
を
以
て
翻
ぜ
ん
と
欲
せ
し
も
、
小
小
国
に
不
寧
の
事
あ
り
し
が
為
の
故
に
訳
す
る
を
得
ず
、
但
だ
要
意
一
巻
を
出
せ
り
）」
と
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
氏
は
「
当
時
流
支
未
だ
来
朝
せ
ざ
れ
ば
是
れ
亦
正
し
か
ら
ず
と
い
ふ
べ
し
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
が
、
厳
密
に
言
え
ば
、
彼
ら
の
洛
陽
に
在
っ
た
年
が
伝
わ
る
だ
け
で
、
来
中
の
年
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
軽
視
で
き
な
い
記
録
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
14
）	
岡
本
一
平
「
淨
影
寺
慧
遠
に
お
け
る
初
期
の
識
論
」
金
剛
大
學
佛
教
文
化
研
究
所
編
『
地
論
宗
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
七
、
五
八
五
頁
、
注
一
二
三
に
「
達
摩
鬱
多
羅
（
法
上
）
の
逸
文
（
大
正
三
三
、
八
一
三
下
）
は
、「
決
定
聲
聞
」
の
語
を
使
う
」
と
あ
る
。
出
典
未
詳
で
あ
る
た
め
、
ど
こ
ま
で
が
法
上
の
語
に
あ
た
る
も
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
留
意
す
る
べ
き
指
摘
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
智
顗
説・
灌
頂
述
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
巻
第
三
下
に
は
「
達
磨
欝
多
。
将
此
九
種
会
法
華
中
十
如
」（『
大
正
』
三
四・
四
二
下
）
と
あ
り
、
彼
が
『
大
智
度
論
』
の
「
九
種
法
」
を
も
っ
て
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
「
十
如
是
」
を
会
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
加
藤
勉
「
法
華
三
大
部
に
於
け
る
達
磨
鬱
多
羅
の
引
用
文
に
つ
い
て
」
大
久
保
良
順
先
生
傘
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
仏
教
文
化
の
展
開
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
四
、
一
九
三
―
一
九
四
頁
参
照
。
（
15
）	『
法
華
経
論
』
巻
上
に
は
「
所
作
成
就
者
。
此
有
二
種
。
一
者
功
徳
成
就
二
者
智
慧
成
就
」（『
大
正
』
二
六・
三
下
）
と
、『
法
華
義
記
』
巻
第
四
に
は
「
今
就
有
為
果
中
有
二
種
。
一
者
功
徳
二
者
智
慧
。
但
功
徳
智
慧
此
二
難
明
。
分
別
之
相
現
顕
涅
槃
義
記
」（『
大
正
』
三
三・
六
一
九
中
）
と
あ
り
、
類
似
す
る
文
例
が
み
ら
れ
る
。
（
16
）	
た
だ
し
智
顗
の
場
合
は
、
藤
井
教
公
「
天
台
智
顗
の
『
法
華
経
』
解
釈
―
如
来
蔵
仏
性
思
想
の
視
点
か
ら
―
」
勝
呂
信
静
編
『
法
華
経
の
思
想
と
展
開
』
平
楽
寺
書
店
、
二
〇
〇
一
、
三
五
九
頁
に
「『
法
華
経
論
』
は
智
顗
の
与
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
、
灌
頂
の
手
に
よ
っ
て
吉
蔵
の
（ 115 ）
円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
（
金
炳
坤
）
疏
を
指
南
に
し
な
が
ら
引
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
（
17
）	
崔
鈆
植
校
注
『
校
勘　
大
乘
四
論
玄
義
記
』
佛
光
出
版
社
、
二
〇
〇
九
、
五
五
頁
参
照
。
（
18
）	
こ
こ
に
、
日
真
（
一
四
四
四
―
一
五
二
八
）
の
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
論
』
を
加
え
る
べ
き
か
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
（
19
）	
金
炳
坤
「『
法
華
宗
要
』
の
成
立
に
つ
い
て
」『
印
仏
研
』
第
六
〇
巻
第
一
号
、
二
〇
一
一
、
五
三
三
―
五
二
八
頁
参
照
。
（
20
）	
金
炳
坤
「
義
寂
釈
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』
に
つ
い
て
」『
印
仏
研
』
第
六
三
巻
第
一
号
、
二
〇
一
四
、
五
一
〇
―
五
〇
五
頁
参
照
。
（
21
）	
金
炳
坤
「
寂
撰
『
法
華
経
集
験
記
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
印
仏
研
』
第
六
八
巻
第
一
号
、
二
〇
一
九
、
三
二
一
―
三
一
五
頁
参
照
。
（
22
）	
金
炳
坤
「
憬
興
撰
『
法
華
経
疏
』
の
逸
文
に
つ
い
て
」『
印
仏
研
』
第
六
二
巻
第
一
号
、
二
〇
一
三
、
五
〇
八
―
五
〇
三
頁
参
照
。
（
23
）	
金
炳
坤
「
海
東
に
お
け
る
法
華
天
台
思
想
史
の
展
開
」
三
友
健
容
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
智
慧
の
と
も
し
び
―
ア
ビ
ダ
ル
マ
佛
教
の
展
開
―　
中
国・
朝
鮮
半
島・
日
本
篇
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
六
、
一
五
九
―
一
六
一
頁
参
照
。
（
24
）	
石
田
茂
作
編
「
奈
良
朝
現
在
一
切
經
疏
目
録
」
石
田
茂
作
『
寫
經
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
佛
教
の
研
究
』
東
洋
文
庫
、
一
九
三
〇
、
一
一
一
、
一
三
一
頁
、
通
し
番
号
、
二
一
三
六
（〔
天
平
〕
宝
子
七
〔
七
六
三
年
〕）、
二
一
三
七
（〔
天
平
〕
勝
宝
五
〔
七
五
三
年
〕）、
二
五
四
八
（
天
平
二
〇
〔
七
四
八
年
〕）、
二
五
四
九
（〔
天
平
〕
勝
宝
四
〔
七
五
二
年
〕）
参
照
。
た
だ
し
、
三
浦
周
行
編
『
傳
教
大
師
傳
』
御
遠
忌
事
務
局
、
一
九
二
一
、
四
七
―
四
八
頁
に
「
天
平
二
十
年
六
月
十
日
の
写
章
疏
目
録
に
も
法
華
論
子
注
、〔
法
華
疏
、〕
略
述
、
要
略
、
字
釈
〔
記
〕、
料
簡
、
玄
義
、
疏
談
、
疏
義
記
等
種
々
な
る
法
華
経
研
究
資
料
の
存
在
せ
し
こ
と
を
伝
へ
、
奈
良
朝
に
於
け
る
法
華
経
が
、
諸
経
典
の
間
に
在
り
て
重
要
な
る
一
大
要
素
た
り
し
こ
と
疑
を
容
れ
ず
」（
※
引
用
文
中
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。
以
下
同
様
）
と
あ
る
よ
う
に
、
東
京
帝
國
大
學
文
科
大
學
史
料
編
纂
掛
編
『
大
日
本
古
文
書　
三
』
東
京
帝
國
大
學
、
一
九
〇
二
、
八
四
頁
に
み
ら
れ
る
、
こ
の
天
平
二
十
年
の
『
子
注
』
の
最
古
の
記
録
に
初
め
て
触
れ
て
い
る
の
は
三
浦
周
行
氏
の
よ
う
で
あ
る
。
（
25
）	
日
下
大
癡
「
法
華
論
に
就
て
」『
龍
谷
大
學
論
叢
』
第
二
六
九
号
、
一
九
二
六
、
六
頁
（
三
浦
周
行
前
掲
書
に
言
及
す
る
）、
鹽
田
義
遜
「
法
華
論
の
研
究
」『
棲
神
』
第
二
八
号
、
一
九
四
三
、
五
―
六
頁
（「
奈
良
録
」
を
参
照
す
る
）、
江
利
山
義
顕
編
『
日
蓮
宗
読
本
』
日
蓮
宗
宗
務
院
、
一
九
五
七
、
七
七
頁
参
照
。
（
26
）	
金
天
鶴
「
金
沢
文
庫
所
蔵
、
円
弘
の
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
に
つ
い
て
」『
印
仏
研
』
第
六
〇
巻
第
二
号
、
二
〇
一
二
、
一
六
一
頁
、
注
五
に
「
二
〇
〇
八
年
に
書
か
れ
た
個
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://kagem
arukun.from
c.jp/page013.htm
l
に
円
弘
が
新
羅
人
だ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
」
と
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
新
羅
人
の
唯
識
派
の
僧
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
（ 116 ）
円
弘
撰
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
研
究
史
概
観
（
金
炳
坤
）
（
27
）	
大
屋
徳
城
「
金
澤
文
庫
を
過
ぐ
」『
中
外
日
報
』
一
九
三
三
年
十
月
（
筆
者
未
見
）、
大
屋
徳
城
編
「
金
澤
訪
書
記
（
金
澤
文
庫
を
過
ぐ
）」『
金
澤
遺
文　
下
』
便
利
堂
、
一
九
三
四
、
六
頁
に
収
録
。
大
屋
徳
城
『
佛
敎
古
板
經
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
、
三
二
六
―
三
二
七
頁
に
再
録
。
な
お
、
下
巻
に
限
っ
て
言
え
ば
、
大
屋
氏
に
先
ん
ず
る
惠
谷
隆
戒
氏
の
紹
介
が
あ
る
。
同
上
「
最
近
發
見
し
た
る
圓
頓
戒
並
に
天
台
學
關
係
の
資
料
に
就
い
て
」『
叡
山
學
報
』
第
七
輯
、
一
九
三
三
、
二
五
四
頁
参
照
。
（
28
）	
金
炳
坤
「
円
弘
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
の
新
理
解
」
韓
国
思
想
史
学
会・
東
国
大
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研
究
団・
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
『
新
羅
写
本
と
元
暁
』
韓
国
思
想
史
学
会・
東
国
大
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研
究
団・
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
一
六
、
三
―
四
頁
参
照
。
（
29
）	
井
上
宗
雄
他
編
著
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
、
二
二
二
頁
に
「
粘
葉
装
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
枚
ず
つ
開
け
る
と
、
ち
ょ
う
ど
胡
蝶
が
羽
を
開
い
た
よ
う
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
の
呼
称
と
い
わ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。
参
考
ま
で
に
「
ｅ
国
宝
」
に
粘
葉
装
（
要
再
考
）
と
し
て
、
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
紙
本
墨
書
七
大
寺
日
記
』
一
帖
（http://w
w
w
.em
useum
.jp/detail/100054
）
の
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
（
30
）	
井
上
宗
雄
前
掲
書
、
四
〇
六
頁
参
照
。
（
31
）	
蓑
輪
顕
量
「（
討
論
文
）
金
天
鶴
「『
法
華
経
論
子
注
』
写
本
の
流
通
と
思
想
に
つ
い
て
」
の
レ
ス
ポ
ン
ス
」
東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研
究
団
編
『
グ
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
ー
の
韓
国
性
―
横
断
性
の
探
索
―
』
東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研
究
団
、
二
〇
一
五
、
五
一
頁
（
本
誌
三
四
―
三
五
頁
）
参
照
。
（
32
）	
金
天
鶴
「『
法
華
経
論
子
注
』
写
本
の
流
通
と
思
想
」『
東
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
』
第
二
四
輯
、
二
〇
一
五
、
一
六
九
頁
（
本
誌
一
六
頁
）
参
照
。
（
33
）	
金
天
鶴
前
掲
論
文
、
二
〇
一
二
、
一
五
九
頁
参
照
。
（
34
）	
金
天
鶴
前
掲
論
文
、
二
〇
一
五
、
一
五
八
頁
（
本
誌
四
頁
）
参
照
。
（
35
）	
福
士
慈
稔
『
日
本
天
台
宗
に
み
ら
れ
る
海
東
仏
教
認
識
』
身
延
山
大
学
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
室
、
二
〇
一
一
、
二
三
頁
、
注
三
参
照
。
ち
な
み
に
、
注
四
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
（
36
）	
な
お
、
岡
本
氏
が
集
成
し
た
逸
文
①
と
⑧
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
（
太
田
久
紀
「
日
本
唯
識
研
究
―
『
唯
識
分
量
決
』
と
『
四
分
義
極
略
私
記
』
―
」『
印
仏
研
』
第
二
一
巻
第
一
号
、
一
九
七
二
、
二
五
五
頁
、
同
上
「
日
本
唯
識
に
お
け
る
四
分
義
の
展
開
」『
南
都
仏
教
』
第
三
〇
号
、
一
九
七
三
、
三
八
―
四
一
頁
参
照
）
に
お
い
て
論
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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（
37
）	
前
丁
は
裏
面
に
、
後
丁
は
表
面
に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
正
確
に
言
え
ば
、
二
丁
（
四
面
）
の
こ
と
で
は
な
く
、
二
丁
（
二
面
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
道
津
綾
乃
氏
に
「
二
ペ
ー
ジ
」
と
確
認
（
二
〇
一
九
年
九
月
十
一
日
）
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。
（
38
）	
大
竹
晋
校
註
『
法
華
経
論・
無
量
寿
経
論　
他
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
一
、
二
七
六
頁
参
照
。
（
39
）	
金
天
鶴
前
掲
論
文
、
二
〇
一
五
、
一
七
四
―
一
七
七
頁
（
本
誌
二
一
―
二
三
頁
）
参
照
。
（
40
）	
金
天
鶴
前
掲
論
文
、
二
〇
一
二
、
一
五
七
―
一
五
九
頁
参
照
。
（
41
）	
金
炳
坤
「『
三
平
等
義
』
の
成
立
に
関
す
る
研
究
」『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一
七
号
、
二
〇
一
六
、
二
五
―
二
六
頁
参
照
。
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
　
海
東
仏
教
、
法
華
章
疏
、
法
華
経
論
、
法
華
経
論
子
注
、
円
弘
師
章
、
三
平
等
義
、
法
華
経
論
子
注
等
要
文
〈
謝
辞
〉
　
特
集
号
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）
　
	
飯
田
剛
彦
、
石
岡
俊
一
、
岡
本
一
平
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
河
又
浩
昭
、
金
鍾
旭
、
金
天
鶴
、
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
、
桑
名
法
晃
、	
称
名
寺
、
東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研
究
団
、
道
津
綾
乃
、
林
是
恭
、
身
延
文
庫
、
蓑
輪
顕
量
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